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小さなジャコウネズミが明かした，インド洋～東シナ海の沿岸域に

おける広大で複雑な人間活動の軌跡 
 

 

研究成果のポイント 

 ・真無盲腸目に属するジャコウネズミの種内系統をミトコンドリアの遺伝子で明らかにした。 

・ジャコウネズミの系統樹から，この動物の広大な地域間の人為移動の歴史が判明した。 

・中世から近世にかけての人間の活動・交流は，我々の想像を超える広い範囲で行われていた。 

 

研究成果の概要 

ジャコウネズミは体重 30～100ｇ前後の小型哺乳類です。日本から東アフリカ沿岸までの広大な地

域から捕獲した個体の DNA の塩基配列を決定し，種内系統樹を推定しました。その結果，日本，東南

アジア島嶼部，スリランカ，東アフリカ沿岸地域にかけて，ジャコウネズミは人為的に分布を広げた

ことが示されました。またパキスタン，ミャンマー，スリランカでは複数の遺伝系統が移入している

こともわかりました。この分布拡大は海洋交易に伴って起きたと考えられ，中世から近世にかけて人

類は東シナ海からアフリカ東部にわたる広大な地域を行き来していたことが間接的に示されました。 

 本研究成果は，日本哺乳類学会が発行する英文科学雑誌の“Mammal Study”に 2016 年 12 月 31 日

（土）に掲載される予定です。 
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研究成果の概要 

（背景） 

ジャコウネズミは真無盲腸目（モグラやトガリネズミの仲間）に属する小型哺乳動物で，インドか

らインドシナ半島あたりが原産地で，そこから九州・沖縄を含む東シナ海沿岸地域，東南アジア島嶼

部，西アジアや東アフリカ沿岸部に移住したと考えられています。ジャコウネズミは齧歯類のクマネ

ズミやハツカネズミと同様に住家性であり，英語では House Shrew，つまり「家にすむトガリネズミ」

と呼ばれています。つまりジャコウネズミは人間活動に伴って移動するので，その移動経路を知るこ

とにより，過去の人間活動の交流の歴史を裏付けることができます。 

 先行研究では染色体や DNA の制限酵素断片長多型（RFLP）を用いて，主に分布域の東半分について

の研究が行われましたが，西アジアや東アフリカ沿岸の個体の分析や，より詳しい情報が得られる DNA

の塩基配列による分析は行われていませんでした。これらの研究によるとジャコウネズミは，インド

の北方からインドシナ半島を経て東南アジア島嶼部に至り，そこから島嶼伝いに北上し，沖縄，九州

まで分布を拡大し，一方，インドの南部から海上ルートでスリランカと東南アジア島嶼部に移動した

と思われていました。 

 しかしこれらの先行研究では，分析した個体の捕獲地点が限られており，特にインドより西方のサ

ンプルがほとんどありませんでした。また DNA の分析も地理的変異を見るには精度が低い RFLP によ

る方法を用いていました。従って，先行研究で得られた推論は地域的に限定的で，また精度があまり

良くないものでした。 

 今回は，8 カ国の研究者と共同研究により，東シナ海沿岸地域から東南アジア，スリランカ，パキ

スタン，イラン，そしてアフリカ東沿岸島嶼に及ぶ 44 地点より，169 個体（引用データも含む）のジ

ャコウネズミを分析して，その移動ルートについて DNAの塩基配列データを用いた推定を試みました。 

 そして誰も予想だにしなかったジャコウネズミの移動ルートや複雑な歴史がわかりました。人間に

とっては，益にも害にもならないので，誰も注目しなかったジャコウネズミですが，その小さな体に

は，ダイナミックでスケールの大きい人間活動の歴史の証拠が残されているのです。 

（研究手法） 

まず，引用データも含めて東シナ海沿岸地域からアフリカ東沿岸島嶼よりの 44 地点から採集した

169 個体のジャコウネズミ（正確に言うと，Suncus murinus- S. montanus 種群）のミトコンドリア

のチトクロムｂ遺伝子の塩基配列（1140bp）を決定し，種内系統樹を推定しました。それを捕獲地点

と比較し，各地域産の個体の系統的位置を比べて，ジャコウネズミの移動の歴史について推論を行い

ました。 

（研究成果） 

日本（沖縄），中国南部，ベトナム，インドネシア（ジャワ島）からのジャコウネズミは遺伝的に

ほとんど違いがないことがわかりました。おそらくベトナムから中国南部にかけての東シナ海の大陸



側から，日本やインドネシアにジャコウネズミは運ばれたものと推定されます。今まで沖縄のジャコ

ウネズミは自然分布と思われていましたが，実は「外来種」だったのです。 

 一方，スリランカ，ミャンマーとパキスタンの個体群は複数の遺伝系統のものが混在しています。

特にスリランカの古都キャンディではまったく同一の地点で捕獲した個体はミトコンドリアの系統

がまるで異なる個体が混在していました。これは染色体を用いた研究により 2つの異なった系統の交

雑個体群であることが分かっています。このように，これらの地域では他の地域からの移入個体が存

在していることが示唆されました。またインド洋西部では，とても興味深い結果が得られました。一

つはザンジバル島（タンザニア）の個体群の遺伝タイプは，はるか遠く離れたイラン南西部のジャコ

ウネズミとほぼ同じタイプをもっていました。ザンジバルのスワヒリ人は自分たちの祖先はペルシャ

からやってきた，という伝説を持っており，この結果はまさにザンジバルとイランの交流の歴史を物

語っています。さらに，マダガスカルとグラン・コモロ島（コモロ共和国）は同じ遺伝タイプでした

が，同じ海域にあるレユニオン島（フランス海外領）の遺伝タイプは，前者とは異なり，はるか遠く

の東南アジアに多く見られるタイプに近いことが分かりました。これは，レユニオン島には労働者と

して中国系の人々が移住した歴史があることと関連があるのかもしれません。いずれにせよ，アフリ

カ東沿岸の島々のジャコウネズミは地理的な近さにも関わらず，それぞれ異なる出自をもっているこ

とがわかりました。つまり，アフリカ東沿岸部では西アジアから東南アジアといったそれぞれの違っ

た地域から移入が行われたことが示唆されました。 

 以上の研究結果から，東シナ海からインド洋沿岸域にかけては，中世から近世ないし現代に至るま

で，人間の活動は，想像していた以上に広くかつ複雑な交流のネットワークがあることが分かりまし

た。また，東シナ海からインド洋海域は一つの巨大な海洋交易圏であることも証明されました。 

（今後への期待） 

今後もさらに，東南アジア各地域，南アジア，西アジア，アフリカ東部のサンプルを分析し，分布

域全体をカバーして調査を継続する予定です。また，ミトコンドリアの遺伝子だけでなく，核の遺伝

子であるマイクロサテライト遺伝子多型，染色体多型などの遺伝的な分析を行っており，より詳しい

ジャコウネズミの遺伝的な類似性や交雑の過程が明らかになると思われます。また，ニッチェ解析と

いう生態学の手法を用いてジャコウネズミの分布拡大の環境的な制限要因を調べています。さらに，

歴史学者や人類学者との共同で，ジャコウネズミが運ばれた人間側の歴史との関連を調べるつもりで

す。以上のような複数の学問分野横断の学際的な総合的な調査によって，ジャコウネズミの移動史と

人類の活動史をつなげる，非常にダイナミックな研究ができると期待されています。 
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図 1．イラン南西部のジャコウネズミ。全長 230 ミリ，体重 56 グラム。 

 

 

図 2．今回比較したジャコウネズミのサンプルポイント 


